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論文内容の要旨

本論文は， ATM交換網におけるレート制御方式に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は次の 6 章より

構成されている o

第 1 章では， ATM交換網について概説し，本研究の位置づけを述べている。

第 2 章では， ATM交換網のユーザインタフェースにおける最大伝送速度を制御するレート制御について述べてい

る O 従来から使われているリーキーパケット方式とジャンピングウインドウ方式の適用性について比較検討し， リー

キーパケット方式の方が優れてはいるが伝送路との同期に問題があることを指摘し この問題を解決する実現方法を

提案している。さらに出力過程を解析し改良型リーキーパケット方式が最大セル送出速度の制御に適することを

明らかにしている O

第 3 章では，公衆ATM交換網 (B-ISDN) を介した LAN間相互接続におけるゲートウェイ間トラヒック制御に

ついて論述している o B-ISDN では呼が申告するトラヒック属性に基づき利用可能帯域を割り当てる。 LAN間

トラヒックは，発生量の時間的変動が大きいため，動的な帯域確保により網資源の有効利用が可能となる。従来は，

送信側ゲートウェイのみを考慮した方式が考えられていたが本論文では，受信側ゲートウェイの幅鞍状況も考慮し

た方式を提案し，シミュレーションにより，その有効性を明らかにしている。

第 4 章では， ATM-LANにおいて，データ系サービスクラスへの適用が検討されているフィードバック型レー

ト制御について論述しているO 本論文では，代表的な方式を取り上げ，流体近似解析により，交換機を経由するコネ

クション数が増加するとグッドプットが劣化することを示し この問題を解決する適応パラメー夕方式を提案してい

る O また，シミュレーションにより，提案方式の有効性を明らかにしている。

第 5 章では， ATM交換網におけるトラヒック制御システムの解析に適した待ち行列モデルについて述べている。

従来の離散時間待ち行列の解析では多くの場合サービス過程は再生過程であり トラヒック制御のモデル化は不

十分であった。これを改善するために到着過程とサービス過程に相関性を有する離散時間待ち行列モデルとして D

BMAP/D-MAP/ 1 /Nを解析している。また レート制御への適用例としてバッファードリーキーパケットを

解析し数値結果を示しているO

第 6 章では，本研究で得られた成果を総括している O
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論文審査の結果の要旨

高度情報社会を支える情報通信ネットワークとして広帯域サービス総合ディジタル通信網 (B-ISDN) の構築が

強く望まれている。そのネットワークでマルチメディアサービスを効率よく取り扱うために非同期転送モード

(ATM) が重要な位置を占めているo 本研究は， ATM交換網において情報を効率よく疎通させるための新しい技

術を提供するもので，レート制御方式に関する新しい方式を提案し，解析によりその有効性を実証している。

その主な成果を要約すると以下の通りである。

(1) A TM交換網のユーザインタフェースにおける最大セル送出速度を制御する技術について，伝送路との同期が容

易で，しかもセル送出過程で、の速度変動を小さく抑える制御方式を提案し，有効性を証明しているo

(2) Bー ISDN を介して LAN間を相互接続する際のゲートウェイ聞のトラヒック制御技術について，これまで送信

側ゲートウェイでのトラヒックのみに基づいて制御していた方式を改良し，着信側ゲートウェイのスループットも

考慮にいれる新 L い方式を提案し，優れた特性が得られることを証明しているo

(3) ATM-LANにおけるデータ系サービスクラスの輯鞍制御方式について，交換機を経由するコネクション数に

応じて送信端末のセル送出速度を制御する適応パラメー夕方式を提案し，従来技術より優れた特性の得られる事を

証明しているo

(4) レート制御方式などの性能評価に適した新しい待ち行列モデルを提案しているo すなわち，到着過程とサービス

過程にそれぞれ相関性を有する離散時間単一サーバ有限待ち行列の解析手法を確立し，その有効性の実証をしてい
る。

以上のように，本論文は， ATM交換網における情報疎通能力向上に関する優れた提案をしており，その技術の有

効性についても詳細な検討により明らかにしており，得られた成果の妥当性，有用性は極めて高く評価され，通信工

学，ネットワーク工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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